
プログラム資料 【屋内活動】

Ｎｏ． 412

人数（人） ２～２４人 時間 １～２時間

対象 小５以上 時期 通　年

場所

指導形態

安全管理

施設から貸出

団体で準備

確認事項

活
動
の
説
明

活
動
前

多目的ホール、第５研修室、体育館　等

クッブはバイキングたちが生み出したスウェーデン生まれのスポーツ。両チー
ム５個ずつのクッブ（角材）を自陣コートに並べ、先攻チームは６本のカストピ
ンナ（丸棒）を投げて、相手コートのクッブを倒す。全部クッブを倒したらキング
を倒す。先にキングを倒したチームの勝ち。

留意事項

両チーム5個ずつのクッブ（角材）を自陣コートに並べて、先攻後攻を決める。
先攻チームは6本のカストピンナ（丸棒）を投げて、相手コートのクッブを倒
す。クッブを全部倒したら、キングを倒す。先にキングを倒したチームの勝ち。
ただし、相手チームに倒されたクッブは、攻撃時に相手コートに投げ入れて、
まずはそのクッブを倒さないと相手が元から立ててあるクッブは倒せない。

・タオル・水分補給用の飲料（・体育館の場合：体育館用のシューズ）

○所有のクッブは室内用なので、体育館か多目的ホールで利用する。
○体育館ならばバドンミントンコートを利用。多目的ホールならコートを設置する。ただし、活
動をする団体に合わせて、調節する。

内　　容

ゲームの進め方
１．５m×８ｍ（または４m×６ｍ）のスペースの４角にコーナーピンを
立てコートの範囲を特定する。
＊世界大会は「５ｍ×８ｍ」
2.コートの中央にキングを設置する。
3.それぞれのベースライン（ショートサイド）に各５個のクップを均
等に置く。これをベースクップと呼ぶ。
4.先攻、後攻を決めた後、先攻チームは自陣のベースラインの後
方から６本のカストピンを、1人１本ずつ順番に必ず下手投げで、
後攻チームのクップを出来るだけ多く倒す。
相手のクッブをすべて倒し、最初にキングを倒したチームの勝ち。
5.Aチームを先攻、Bチームを後攻とする。
まずは、AチームがBチームのベースグッブを２本倒した。Bチーム
は、倒されたクッブをAチームのコートに自陣のベースラインの後
方から投げる。（図１）
１回の投てきでAチームのフィールド内に留まらなかったクッブは
もう一度だけ投げることができる。
２回の投てきでフィールド内に留まらなかったクッブは、Aチーム
が自陣内であればどこでも好きなところに置くことができる。つまり、
自分たちに有利な場所におくことができる。ただし、キングからはク
ッブの長さ分の間隔を空けなければならない。

展
　
開

○２グループに分けておく。

クッブ

ねらい
○心身の健康・体力の保持・増進を図る。
○ルールを守ったり、チームで作戦を考えたりしてゲームを行いながら、仲間との交流を深める。

準　備

室内用クッブ　２セット

内容

　　　　自主活動　　　　・　　　　事前の説明のみ　　　・　　　　直接指導　　　　

引率者による、参加者の観察。状況に応じては、職員と情報交換。

概　要



②ベースグッブ
③カストピン（青と黒）
　　＊室内用なので、柔らかい素材

6.Aチームは、Bチームより投げられたクッブの両サイドの一方を選
んで、そこに基点にしてクッブを起こす。これらのクッブをフィールド
クッブと呼ぶ。（図２）

7.Bチームは６本のカストピンを投げて、先ず始めにAチームのフィー
ルドグッブをすべて倒してから、ベースクッブを倒さなければならな
い。フィールドクッブが立っている時にベースクッブを倒しても、元に
戻される。
8.Bチームは、１本のフィールドクッブしか倒せなかった時は、再びA
チームの投げる番になり、Aチームは１本のフィールドクッブを投げ
返す。
9.すべてのフィールドクッブを倒しきれなかった場合、次に投げるA
チームは、残っているセンターラインに一番近いクッブまで前進し
てカストピンを投げることができる。（図３）
10.以上を繰り返し、相手チームのすべてのクッブを倒したチーム
が、初めてキングを倒す権利を得て、最終的に先にキングを倒した
チームが勝者となる。
11.キングを倒すための投てきは常にベースライン後方から行わな
ければならない。
12.相手チームのすべてのクッブを倒す前に誤ってキングを倒し
てしまったチームはその時点で負けとなる。

備品
①キングクッブ

展
　
開
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3.それぞれのベースライン（ショートサイド）に各５個のクップを均
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展
　
開

6. A チームは、B チームより投げられたクッブの両サイドの一方を選
んで、そこを基点にしてクッブを起こします。これらのクッブをフィール
ドクッブと呼びます。（図２）

7. B チームは６本のカストピンナを投げて、先ず始めにA チームの
フィールドクッブをすべて倒してから、ベースクッブを倒さなければなり
ません。フィールドクッブが立っている時にベースクッブを倒しても、元
に戻されます。
8. B チームは、1 本のフィールドクッブしか倒せなかったとします。再
びA チームの投げる番になり、A チームは１本のフィールドクッブを投
げ返します。
9. すべてのフィールドクッブを倒しきれなかった場合､次に投げるA
チームは、残っているセンターラインに一番近いクッブまで前進してカ
ストピンナを投げることが出来ます。（図3）
10. 以上を繰り返し、相手チームのすべてのクッブを倒したチームが、
初めてキングを倒す権利を得て、最終的に先にキングを倒したチー
ムが勝者となります。
11. キングを倒すための投てきは常にベースライン後方から行わなけ
ればなりません。
12. 相手チームのすべてのクッブを倒す前に誤ってキングを倒してし
まったチームはその時点で負けとなります。

備品

①キングクッブ

②ベースクッブ

③カストピンナ（青 と 黒）

※室内用なので、柔らかい素材）

④コーナーピンナ（ないので、他のもので代用）

①②

③

6. A チームは、B チームより投げられたクッブの両サイドの一方を選
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